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Была́́ о́́сень.2 По́ бо́льшо́́й до́ро́́ге3 ско́́ро́й4 ры́сью5 
е́ха́ли два́ экипа́́жа́.6 В пере́дней7 ка́ре́те8 сиде́ли9 две 
же́нщины. Одна́́ была́́ го́спо́жа́́,10 худа́́я11 и бле́дна́я.12 
Друга́́я13 ―14 го́́рнична́я,15 глянцеви́то́-румя́на́я16 и 

1 смерть〖女〗「死」。【文法】個数詞＋名詞が主格のとき，2，3，4のあとの名詞は単数
生格。

2 【文法】未来時制なら Бу́дет óсень. 現在時制ならゼロ述語で О́сень.（英語：It is 
autumn.）ロシア語には，現在時制のときに主格の一語のみで表現される文がある。例 У́тро́.
「朝です」。
3 бо́льшáя до́рóга́「主要道路，街道」。通常は都市と都市を結んでいる道路。これにたい
し про́сёло́чна́я до́рóга́「田舎道」は селó「村」と селóを結ぶ道。【用法】｟по＋与格｠は「移
動の表面」（その上を移動する）をあらわしており，「…の脇の道」ではない。例 идти́ вдо́ль 
до́рóги「道路の脇を歩いていく」。
4 скóрый〖形〗「速い」。
5 скóро́й ры́сью「速めのだくで」。ры́сью「だく（足）で」はおもに馬の進み方を示す副
詞だが，このように形容詞が修飾している場合は名詞 рысь〖女〗の造格ともみなせる。ギャ
ロップほど速くはないが，前足を高くあげて走る。ры́сьюは，（32頁のように）人間やほか
の動物の速い動きにも使う。
6 ロシア語には「馬車」という語がいくつか存在するが，экипáж〖男〗は乗用馬車一般
をあらわす。【用法】今日のロシア語では е́хатьより идти́がふつうであり，乗り物自体の動
きに е́хатьを使うのは口語的。【文法】два́ экипáжа́が主語のとき，述語動詞は単数中性のこ
ともある。一般に，個数詞が 2，3，4のときは，個別性（数えられる）に重点をおき，複数
になることが多い。【補注】以上の 2つの文でこの小説の第 1章の時間と空間が明示されて
いる。じつは，秋の道はぬかるんでおり，旅行には不向きであった。
7 перéдний〖形〗｟軟変化｠「前方の」↔ зáдний「後方の」。
8 ка́рéта́〖女〗「バネ付き四輪箱馬車」。この短篇の地主貴族のように富裕な者が利用。
【補注】バネ付き四輪箱馬車のサイズはさまざまで，六頭立てもあった。乗降用の扉のほか，
左右と前方にガラス窓が備わっていた。馬車のサイズにもよるが四頭立て（ないし三頭立
て）のことが多かった。四頭立ての場合，四頭を横一列につないだものと，二頭ずつに分け
ているものがあった。前者は幅広い道を必要とした。
9 сидéть〖不完〗（動作ではなく状態を示す動詞で，完了体はない）。ここでは，「すわっ
ている」ではなく，「乗っている」。例 сесть в са́мо́лётは「飛行機にすわる」ではなく「飛行
機に乗る」。
10 го́спо́жá〖女〗「（帝政ロシアの）地主貴族夫人」= бáрыня.これにたいし жéнщина́〖女〗
は女性一般をあらわす。го́спо́жáに対応する男性名詞は го́спо́ди́н (= бáрин)。複数形は го́спо́дá
（= бáрыあるいは бáре）。【用法】бáринは дво́ряни́н「貴族」，по́мéщик「地主（ふつう貴族）」，

чинóвник「官吏」などの総称として用いられるほか，農奴にたいする「主人」という意味も
もっていた。
11 худóй〖形〗「やせた」= тóнкий.
12 блéдный〖形〗「血の気がない，青白い」。
13 【用法】о́ди́нと другóйを対比して使う。о́днá жéнщина́..., другáя жéнщина́... 「ある…は，
またある…は」，「一方は…，他方は…」。
14 【文法】先行する文と同一の動詞の同一形態が述語にくる場合（ここでは былá），省

時は秋。街道を二台の乗用馬車が速めの跑
だく

で走っていた。前方の
バネ付き四輪馬車には二人の女性が乗っていた。ひとりは地主夫人
で，やせて，青白かった。もうひとりは小間使いで，つやつやとし
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по́́лна́я.17 Ко́ро́́ткие18 сухи́е19 во́ло́са́́20 выбива́́лись21 
из-по́д22 по́линя́вшей23 шля́пки,24 кра́́сна́я25 рука́́ в 
про́́рва́нно́й26 перча́́тке27 по́ры́висто́ по́пра́вля́ла́28 

их. Высо́́ка́я грудь,29 по́кры́та́я30 ко́вро́́вым пла́т-

略することが多い。 
15 гóрнична́я〖女〗｟形容詞変化｠「小間使い」。元の形容詞 гóрничныйは現在では用いら
れない。
16 глянцеви́тый〖形〗「つやのある」（= гля́нцевый）は，この例のように，単独でなく複
合形容詞の前半に（глянцеви́то́-）使われることも多い。румя́ный〖形〗「赤い，血色のよい」
の元の名詞 румя́нец〖男〗は，健康な人の顔の赤みをあらわす。

17 пóлный〖形〗「太った」= тóлстый.【用法】面と向かっては пóлныйを用いるのがふつ
う。【文法】名詞を直接修飾するのではなく，語調や意味の面で名詞から分離されていると
きに形容詞（独立定語）を名詞のうしろにおく場合，名詞のあとにコンマを付す。この箇所
は，го́спо́жáと гóрнична́яの外貌の対比をいっそうきわだたせている。
18 ко́рóткий〖形〗「短い」↔ дли́нный「長い」。
19 сухóй〖形〗「かさかさ・ぱさぱさの，乾いた」。【文法】この箇所（коро́ткие сухи́е）
のように性質形容詞どうしが並んでいて，両者のあいだに иやコンマがない場合は語順は任
意とされているが，より安定した・一貫した特徴を示す形容詞のほうが名詞の直前にくるこ
とが多い。関係形容詞どうしが並んでいる場合も同様。двухэтáжный деревя́нный до́м「二階
建ての木造の建物」。
20 【用法】во́ло́сáは вóло́с〖男〗「髪」の複数形であるが，あとの箇所で夫人の髪を描写
している箇所では вóло́сыという複数形が使われている。前者はたんに古い形態であるだけ
でなく俗語的なニュアンスが伴っていたのかもしれない。農民が会話で使う形態だったと記
しているものもある。トルストイが意識的に使い分けているのであろう。
21 выбивáться〖不完〗「はみ出る」。この不完了体は反復される動作をあらわしている。
22 из-по́д〖前置〗｟生格｠「…の下から」。
23 по́линя́ть〖完〗「色褪せる」の能動形容分詞過去「色褪せた」。ここでは形容詞化して 
по́линя́лый〖形〗「色褪せた」と同じ意味で用いられている。【文法】形容分詞は動詞に伴っ
ていた時間的意味を失い，動作ではなく性質・特徴を示す形容詞に移行することがよくある。
24 шля́пка́は шля́па́〖女〗「（まわりにつばのある）帽子」の指小語。つばのない帽子は
шáпка́（指小語は шáпо́чка́）。【用法】女性の持ち物，服装などを示すときに指小語がよく使
われる。例 су́мо́чка́「ハンドバッグ」（су́мка́〖女〗「バッグ」の指小語）。
25 крáсный〖形〗「赤い（色の）」ではなく「赤らんだ，血色のよい」。
26 про́рвáть〖完〗｟対格「…を」｠「（使い古して）穴をあける」の被動形容分詞過去。こ
こでは「穴があけられた」ではなく形容詞化して「穴のあいている」。
27 перчáтка́〖女〗「手袋」（54頁の рука́ви́ца́「ミトン」と異なり指が一本一本分かれて
いる）。【用法】｟в＋前置格｠で着用しているものをあらわす。例 в шáпке「帽子をかぶって
（いる）」，в са́по́гáх「ブーツをはいている」，в крáсно́м「赤い服を着ている」。
28 по́пра́вля́ть〖不完〗｟対格「…を」｠「なおす，整える」。反復される動作をあらわす不
完了体。副詞の по́ры́висто́「せかせか」も反復を示している。
29 грудь〖女〗「胸」。высóка́я грудьは訳としては「高い胸」というよりも「ふくよかな
胸」。反対は 20頁の впáла́я грудь。
30 по́кры́ть〖完〗｟対格「…を」｠「おおう」の被動形容分詞過去。

た赤らんだ顔をしており，ふとっていた。短いぱさぱさした髪が色
褪せた帽子の下からはみだすたびに，使い古して穴のあいた手袋を
はめた赤らんだ手がしきりに髪をなおしていた。分厚い毛織のショ
ールをかけたふくよかな胸は健康で息づいており，きょろきょろ動
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ко́́м,31 дыша́́ла́ здо́ро́́вьем,32 бы́стрые чёрные33 гла́за́́ 
то́ следи́ли34 через о́кно́́ за́ убега́́ющими35 по́ля́ми,36 

то́ ро́́бко́37 взгля́дыва́ли38 на́ го́спо́жу́, то́39 беспо́ко́́й-
но́40 о́ки́дыва́ли41 углы́42 ка́ре́ты. Перед но́́со́м43 го́́р-
нично́й ка́ча́́ла́сь44 приве́шенна́я45 к се́тке46 ба́́рыни-
на́47 шля́пка́, на́ ко́ле́нях48 её49 лежа́́л щено́́к,50 но́́ги её 
по́днима́́лись51 о́т шка́ту́ло́к,52 сто́я́вших53 на́ по́лу́54 

31 ко́врóвый пла́тóк「分厚い毛織の（絨毯 ко́вёрに似た）ショール」= ко́врóва́я ша́ль. 
【文法】ко́врóвым пла́ткóмは「道具・手段」の造格。
32 дышáть〖不完〗は，あとに свéжий вóздух「新鮮な空気」などが造格でくる場合（「呼
吸する」）とはちがい，здо́рóвье「健康」や до́вóльство́「満足」の造格がくると「健康・満足
であふれている」を意味する。
33 чёрный〖形〗「黒い」。【用法】髪や眼の色をあらわすときの「黒い」は чёрныйと
тёмныйが使われるが，後者はやや弱めの黒で「黒っぽい髪・眼」に使うことが多い。ただ
し完全に同義でも使われる。
34 следи́ть〖不完〗｟за́＋造格｠「（動くものを）目で追う」。следи́ть через о́кнó「窓越し
に追う」。
35 убегáть〖不完〗「遠ざかっていく」の能動形容分詞現在（いま進行中の動作）。 
36 пóле〖中〗「野原，草原」。
37 рóбко́〖副〗「おずおずと，こわごわ」。
38 взгля́дыва́ть〖不完〗｟на́＋対格「…を」｠「ちらちら見る」。完了体は взгляну́ть「ちら
り見る」。
39 【用法】то́..., то́...,のかたちで「あるいは…あるいは…」，「…したり…したり」。二つの
不完了体動詞はほぼ同時に行われている動作を示している。この箇所では，落ち着かない様
子をあらわしている。
40 беспо́кóйно́〖副〗「落ち着かず，不安げに」↔ спо́кóйно́「落ち着いて，穏やかに」。
41 о́ки́дыва́ть〖不完〗｟対格「…を」｠「仔細に見る，つくづくながめる」= о́смáтрива́ть.
【用法】完了体の о́ки́нуть「ぱっと見る」が瞬間的な動作をあらわすのにたいして，この不完
了体は「隅々をながめまわしている」感じをよくあらわしている。
42 у́го́л〖男〗「隅，角」の複数対格。 
43 перед нóсо́м「鼻先で，すぐ目の前で」《俗語》= по́д (сáмым) нóсо́м.
44 ка́чáться〖不完〗「揺れる」。
45 привéсить〖完〗｟対「…を」к＋与「…に」｠「吊るす」の被動形容分詞過去。
46 сéтка́〖女〗「網棚」。
47 бáрынина́は所有形容詞 бáрынинの単数女性主格（＜ бáрыня「地主貴族夫人」）。【用
法】この型の形容詞は現在ではあまり用いられず，名詞の生格「～の」を後置して示すこと
が多い。例 шля́пка́ бáрыни.
48 ко́лéно́〖中〗「上肢，腿」の複数前置格。на́ ко́лéнях「膝の上に」。
49 её〖所有代名詞〗「彼女の」。【19世紀ロシア語】на коле́нях её：19世紀（ことに前
半）のロシア文学には，所有代名詞が名詞のうしろに位置している例がまだかなり残ってい
る。詩などの場合はリズムとの関係で説明されていることもあるが，散文ではリズムや歌唱
性に関係なく「伝統的」でしかない場合が多い。この『三つの死』でも多用されている。
50 щенóк〖男〗「子犬」。 
51 по́днимáться〖不完〗「もちあがる」。
52 шка́ту́лка́〖女〗「小箱」。о́т шка́ту́ло́к「いくつかの小箱のせいで」。
53 сто́я́ть〖不完〗「おいてある」の能動形容分詞過去。
54 по́лу́は по́л〖男〗「床」の前置格。шка́ту́лки, сто́я́вшие на́ по́лу́「床においてあっ

く黒い瞳は，走り去る野原を窓越しに追っていたかと思うと，奥様
のほうにおずおず眼をやったり，馬車の隅々を不安げにながめまわ
していた。小間使いの目の前では，網棚に吊るされた夫人の帽子が
ぶらぶら揺れ，膝の上には子犬が寝そべっていた。小間使いの足は，
床においたいくつかの手箱のせいでもちあがっており，手箱を太鼓


